
肴婁・住民の要求と行政の対応

Ｂ調査から

全画調整室都市科学研究室

Ｂ調査について

地域の生活環境の問題について，すでに，役所と

交渉した経験をもつＡ調査の対象者と，ふつうの

住民の考え方を比較するために，神奈川区白幡地

区の住民のなかから，調査対象者を無作為等間隔

に選び，600名を対象としたものがＢ調査である。

ここで，白幡地区を調査対象地域に選んだ理由は

①この地区が足洗川の浸水問題や白幡西町の公

園問題などの根深い問題をかかえているというこ

とのほか，同地区が，②昭和30年以降，急激に発

展した住宅地であり，③古くからの住民と新しい

住民が混在して生活し，④地理的には，周囲を鉄

道や大きな道路にかこまれて，一見，１つの“ま

とまりのある住宅地”を形成している，と考えら

れたからである。

以下，

1.要求の基盤

2.要求をめぐる住民相互の関係

3.役所への要求の訴え方

4.住民が役所に望むもの

などについてみてみよう。

注＞選挙人名簿は47年８月10日現在のものを使用

　　　調査対象者は無作為等間隔に抽出後、住民票と

　　　照合し、住所を確かめた。
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表27―神奈川区白幡地区の選挙人名簿登録者数と

調査対象者抽出数



この報告は，主としてＡ調査に対応する部分につ

いてだけあつかったものであるが，Ｂ調査では，

このほか，地域の生活環境に対する不満や住宅問

題についての質問も含まれている。

それによると，現在の住宅事情については，全体

の約3/4＜218名＞のものがいくつかの不満を訴え，

133名＜45％＞が「いまの住まいを移ったり，将

来よそに家を建てる計画がある」と回答している

＜表30，31＞。

表29―回収したＢ調査対象者の内訳

表30――お宅では、住宅のことについて、お困りになっ

ていることがありますか。このなかにありましたら、い

くつかあげてください。また、いちばんお困りになって

いる問題には、◎をつけてください。＜複数回答＞
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表31―お宅では，いまのお住まいを移られたり,将来

よそに家を建てる計画がありますか。

表28―Ｂ調査回収の内訳

注＞　郵送によるアンケート調査の実施期間は、８月12日＜発送＞～25日＜締切り＞までの２週間。
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